
( 1 ) 東福寺神社だよリ 令和 2年 春号

創千町号 〈問い合せ先〉

■上庭区の総代

■中組区の総代

E上組区の総代

■東区の総代発行 東福寺神社
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東福寺神社だより (2)

東
福
寺
神
社
は
上
組
・
中
組
・
東
区
・
上
庭

，？
小
　

す

な

　

が

み

四
集
落
の
産
土
神
で

で
す

本寸
社′′

東
福
寺
神
社
は
、
明
治
時
代
に
内
務
省

訓
令
に
よ
る
村
社
合
併
の
儀
で
、
中
組
の

池
田
社
が
あ
っ
た
今
の
場
所

（東
福
寺
七

五
八
番
地
）
に
集
合
し
ま
し
た
。

上
組
の
村
社
・南
宮
社
、
中
組
の
村
社
・

池
田
社
、
東
区
。
上
庭
の
村
社
・
鹿
島
社
、

上
組

（北
小
森
）
の
村
社

・
猿
田
彦
社
が

集
合
し
、
ご
神
徳
多
い
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社

の
祭
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

南
宮
社
の
祭
神

。
金
山
彦
命
、
池
田
社

の
祭
神
・建
御
名
方
命
、
鹿
島
社
の
祭
神
・

武
甕
槌
命
、
猿
田
彦
社
の
祭
神

・
猿
田
彦

命
が
鎮
座
し
て
い
る
の
で
す
。

明
治
十
五
年
の
『信
濃
国
神
社
明
細
帳
』

と
い
う
長
野
県
庁
行
政
文
書
に
明
記
。
神

社
明
細
で
は

一
番
古
い
文
献
で
す
。

■
金
山
彦
命

鉱
業
・金
属
業
関
係
の
神
で
、
金
運
ア
ッ

プ
の
ご
利
益
が
高
い
こ
と
で
有
名
。
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
の
下
に
眠
る
南
宮

遺
跡
の
出
土
品
に
銅
鏡

・
刃
剣

。
仏
具

・

鉄
製
農
具
が
出
て
い
ま
す
。

大
も
と
の
南
宮
大
社
は
、
美
濃
国

（岐

阜
県
）
一
の
宮
の
国
幣
大
社
で
、
鉄

・
鉱

山
を
司
る
神
で
す
。
出
土
品
か
ら
し
て
も
、

東
福
寺
の
南
宮
社
も
金
山
彦
命
が
祭
神
で
、

美
濃
の
南
宮
大
社
と
深
い
係
り
が
あ
る
よ

う
で
す
。

■
建
御
名
方
命

信
州
の
御
諏
訪
系
神
社
の
神
様
で
す
。

八
百
万
神
で
、
決
意
の
力
に
よ
り
勇
気
を

与
え
る
神
と
い
わ
れ
ま
す
。

●
軍
神
で
国
土
安
寧
を
図
る
神

●
交
通
安
全
、
盛
業
繁
栄
を
成
就
す
る
神

●
五
穀
豊
穣
を
祈
る
神

「荒
ぶ
る
魂
」
を
も
っ
て
挑
戦
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
そ
の
強
い

決
意
が
人
を
成
長
さ
せ
、
自
信
を
与
え
て

く
れ
る
神
で
す
。

■
武
甕
槌
命

天
下
国
獲
り
の
大
業
を
や
り
遂
げ
た
日

本
最
強
の
神
で
す
。

茨
城
県
の
鹿
島
神
宮
が
主
神
で
、
信
州

東
福
寺
に
分
社
さ
れ
た
も
の
。
地
震
除
け

の
ご
利
益
が
あ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
競
技
必
勝

成
就
、
試
験
合
格
、
旅
行
安
全
な
ど
の
あ

り
が
た
い
ご
利
益
を
も
っ
て
い
ま
す
。

■
猿
田
彦
命

み
ち
び
き
、
み
ち
ひ
ら
き
の
ご
利
益
で

知
ら
れ
る
神
様
で
す
。

伊
勢
の
地
か
ら
全
国
へ
開
拓
を
進
め
た

神
様
で
、
「み
ち
ひ
ら
き
の
神
様
」
と
い

わ
れ
る
由
縁
で
す
。

道
の
り
安
全
の
神
と
も
い
わ
れ
、
道
し

る
べ
に
な
っ
て
く
れ
る
神
様
で
す
。

役
者
や
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
ま
で
芸
能
人

が
、
ご
利
益
受
託
で
祈
願
多
し
。

■
そ
の
他
境
内
に
あ
る
神
々

こ
の
他
、
境
内
に
は
養
蚕
社
、
秋
葉
社

の
他
、
石
造
物
の
庚
申
塔
、
碑
、
祠
な
ど

が
七
基
ほ
ど
並
ん
で
い
ま
す
。

境
内
を
流
れ
る
澄
ん
だ
空
気
は
、
訪
れ

た
人
の
心
を
ス
ッ
キ
リ
さ
せ
、
前
向
き
に

し
て
く
れ
る
英
気
が
漂
っ
て
い
ま
す
。

地元民は左側の松の木を「勘介よろい掛けの松」と呼んでいた。

御神木のケヤキの大木。幹回り8メ ートル。二度ほど

落雷を受けてダメージもあるが、元気に生きぬいている。



(3) 東福寺神社だよリ

東
一福
一寺
一神
社
の

年
一中
一祭
一事

東
福
寺
神
社
で
は
自
然
崇
拝
の
も
と
、

氏
神
様
に
日
々
の
暮
ら
し
、
社
会
の
安
寧
、

災
禍
回
避
、
豊
穣
を
願
う
祭
事
が
、
通
年

怠
る
こ
と
な
く
続
い
て
い
ま
す
。

□
春
祭
り
　
四
月
十
九
日

（日
）

春
夏
秋
冬
、
四
季
の
移
り
変
わ
り
の
中
、

春
は
、
よ
ろ
ず
作
物
の
耕
作
と
種
ま
き
の

時
を
知
ら
せ
、
農
事
に
つ
つ
が
な
い
こ
と

を
願
い
ま
す
。

□
風
神
祭
　
九
月
六
日

（日
）

二
百
十
日
に
あ
た
る
こ
の
時
期
、
台
風

災
害
除
け
を
願
い
ま
す
。

暮
ら
し
安
寧
の
中
、
米

・
野
菜

・
果
樹

な
ど
よ
ろ
ず
農
作
物
の
実
り
多
い
こ
と
を

願
い
ま
す
。

□
秋
祭
リ

九
月
十
九
日

（土
）
宵
祭
り
昇
楽
獅
子
舞
い
奉
妙

九
月
二
十
日

（日
）
本
欠
小り

こ
の
時
期
、
各
集
落
に
職
旗
が
立
つ
と
、

秋
祭
り
が
は
じ
ま
り
ま
す
。
収
穫
感
謝
祭

と
も
い
わ
れ
、
よ
ろ
ず
作
物
の
豊
作
豊
穣

を
祝
う
の
で
す
。
前
夜
祭
に
奉
納
さ
れ
る

神
楽
獅
子
舞
い
は
四
つ
の
集
落
か
ら
出
動

し
、
収
穫
の
喜
び
に
感
謝
奉
納
し
ま
す
。

□
末
社
祭
　
九
月
下
旬

本
祭
り
が
済
ん
だ

一
週
間
後
、
〃小
祭

り
″
と
称
し
て
、
養
蚕
社

（蚕
神
）
と
秋

葉
社

（火
伏
せ
神
）
に
も
、
ね
ん
ご
ろ
な

感
謝
を
上
げ
ま
す
。

□
新
嘗
祭
　
十

一
月
十
五
日

（日
）

秋
の
収
獲
が
終
わ
っ
た
こ
の
時
期
、
新

穀
に
感
謝
を
す
る
の
が
新
嘗
祭
で
す
。

こ
の
年
の
新
穀
を
神
に
供
え
、
自
ら
も

食
す
る
儀
式
を
東
福
寺
神
社
で
も
執
り
行

っ
て
い
ま
す
。

□
元
旦
祭
　
一
月
一
日

（金
）

朝
五
時

新
し
い
年
に
向
か
い
、
氏
子
の
皆
さ
ま

に
、
あ
ら
た
か
な
陽
光
が
得
ら
れ
ん
こ
と

を
願
う
儀
式
で
す
。

一新
ｔ
い
祭
事
の
試
み

夏
越
し
の
大
祓
い

六
月
晦
日
か
ら
七
月
７
日

新
し
い
祭
事
と
し
て
、
夏
越
し
の

大
祓
い
を
予
定
。
年
の
前
半
の
厄
払

い
の
た
め
に

「茅
の
輪
く
ぐ
り
」
を

設
置
し
た
い
と
計
画
し
て
い
ま
す
。

茅
を
東
ね
て
作
っ
た
大
き
な
輪
を

拝
殿
の
前
に
設
置
し
ま
す
。
く
ぐ
る

と
疫
病
や
災
厄
か
ら
免
れ
る
と
い
わ

れ
、
こ
ど
も
の
健
全
成
長
も
成
就
さ

れ
ま
す
。
心
身
の
械
れ
を
落
と
す
製
祓
い

で
す
。

ご
家
族
で
の
参
拝
を
お
奨
め
し
ま
す
。

甕

創
刊
に
あ
た
っ
て

日
本
民
族
は
古
来
よ
り
自
然
崇
拝
の
も

と
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
で
神
を
崇
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

集
落
が
で
き
る
と
神
を
奉
る
社
を
建
て

地
域
共
同
体
の
守
護
神
と
し
て
祀
ら
れ
て

き
た
も
の
が
氏
神
さ
ま
で
あ
り
、
ね
ん
ご
、

ろ
に
皆
様
に
崇
敬
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
地
域
に
居
住
し
た
私
た
ち
の
祖
先

束
福
寺
神
社
宮
司
　
五
明
貴
寿

か
ら
、
生
活
や
自
然
環
境
の
中
で
培
わ
れ

た
敬
虔
な
祈
り
や
信
仰
が
現
在
に
引
き
継

が
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の

『東
福
寺
神
社
だ
よ
り
』
が

の
皆
様
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
に
ご

い
た
だ
き
、
東
福
寺
神
社
に
関
心
を

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
に
存
じ
ま
す
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東福寺神社だより (4)

一人
が
集
ま
る
神
社
を
め
ざ
一ｔ
．で

一参
拝
者
あ
れ
こ
れ
　
　
・●
一

東
福
寺
神
社
は
、

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム

Ｕ
サ
ツ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
の

う
じ
が
み

氏
神

（地
主
神
）
で
す
。

世
界
に
誇
る
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
の
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
公
園

（南
長
野
運
動
公
園
）
が
建

つ
地
字
名
は
、
南
宮
と
池
円
で
、
両
集
落

に
は
昔
そ
れ
ぞ
れ
社
が
あ
り
ま
し
た
。
明

治
初
期
に
、
東
福
寺
神
社
に
合
祀
さ
れ
て

い
ま
す
の
で
、
東
福
寺
神
社
は
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
公
園
の
氏
神
様
な
の
で
す
。

明治安田生命主催の「」‐り.T‐グ健康ウォ
=キ ンクJで

参加者700名か東福寺神社に「達拝JIし てスタニト
ー
■■■

そ
れ
ぞ
れ
の
ス
タ
ジ
ア
ム
建
設
地
鎮
祭

に
は
、
東
福
寺
神
社
の
五
明
宮
司
に
よ
っ
て

地
鎮
め
祓
い
の
儀
が
執
り
行
わ
れ
た
こ
と

を
知
っ
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

球
児
や
サ
ッ
カ
ー
・ス
ポ
ー
ツ
ア
ス
リ
ー

ト
が
戦
い
に
挑
む
時
、
氏
神
様
に
必
勝
祈

願
す
る
の
は
、
常
道
で
す
。
ま
し
て
や
軍

神
で
、
天
下
国
獲
り
の
最
強
神
が
祀
ら
れ

て
い
る
守
護
神
に
す
が
る
の
は
当
り
ま
え

で
し
ょ
う
。
東
福
寺
神
社
の
ご
神
徳
を
い

た
だ
き
ま
し
ょ
う
。

■
高
校
球
児

・
強
豪
た
ち
の
必
勝
祈
願

神
社
の
過
去
台
帳
に
、
高
校
球
児
の
必

勝
祈
願
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま

す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
で
の
対

抗
戦
が
あ
っ
た
際
、
長
野
商
業
高
校
野
球

部
と
丸
子
実
業
高
校
野
球
チ
ー
ム
の
必
勝

祈
願
が
あ
り
ま
し
た
。
戦
績
は
と
も
か
く
、

そ
れ
ぞ
れ
チ
ー
ム
の
部
長
さ
ん
が
、
東
福

寺
神
社
の
祭
神
を
知
っ
て
の
こ
と
だ
っ
た

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
推
奨
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
球
児
た
ち
に
エ
ー
ル

を
贈
り
ま
す
。

■
ア
ス
リ
ー
ト
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
愛
好
者
、

散
歩
常
連
者
も
祈
願
成
就
を
‥

交
通
安
全
、
盛
業
繁
栄
、
旅
行
安
全
、

健
康
保
持

（
回
避
）、
金
運
ア
ッ
プ
、
五
穀

豊
穣
な
ど
の
ご
神
徳
を
得
ら
れ
る
東
福
寺

神
社
を
気
に
か
け
て
み
て
く
だ
さ
い
。

東
福
寺
神
社
の
氏
子
に
な
り
ま
し
ょ
う
。

「村
の
氏
神
さ
ま
」
「鎮
守
の
森
」
が
こ

よ
な
く
愛
さ
れ
崇
め
ら
れ
た
の
は
、
も
う

昔
の
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

で
も
私
た
ち
の
祖
先
が
こ
の
地
で
生
活

し
、
自
然
環
境
の
中
で
培
わ
れ
た
敬
虎
な

祈
り
や
信
仰
は
、
簡
単
に
は
捨
て
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

時
代
の
変
化
、
生
活
習
慣
の
変
化
も
読

み
と
ら
な
い
と
い
け
な
い
か
と
は
思
い
ま

す
が
。

「人
が
集
ま
り
、
心
を
寄
せ
て
い

た
だ
け
る
神
社
を
め
ざ
そ
う
」
と
思
い
ま

す
。

東
福
寺
神
社
　
総
代

一
同

高齢化・農業後継者難時代
●水田作業 (田植・稲刈 )の受託

●荒廃田畑の開墾

● トラクタ…耕運・ コンバインの受託

―

地域を守り 暮らしを継ぐ

―
l■l篠ノ丼東部 翁言鶴 :難 121

ra.(=)i


